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【制度概要】

①　投資家（銀行・生保等）が信託会社に金銭信託

②　信託会社は、当該信託財産の運用として中小企業向け融資を

　　実施。

③　優良企業（商社、小売業、ノンバンク等）が信託会社に対するア

　　ドバイザー機能及び保証機能を実施。

【制度概要】
中小企業者の保有する在庫等を担保として、金融機関が融資を行うもの

【制度概要】
一般に物的担保や信用力が不足している企業に対して、
当該企業の保有する特許権や著作権等の知的財産権を担保として、
金融機関が融資を行うもの。

【制度概要】
中小企業が取引先企業に対して有する売掛債権をSPVに譲渡し
資金調達を行い、SPVは多数の売掛債権を裏付けに資産担保証券を
発行し、市場に売却する。

【取組状況】
・みずほ信託銀行と商工中金（平成15年2月下旬）
（売掛債権譲渡3,500億円、証券化1,600億円）（3ヶ月平残ベース）

cf.日米の売掛債権証券化（含む大企業）
　日本：2兆2,632億円、米国：24兆6,152億円
＜日本：1999年時点、米国：2000年時点＞

【制度概要】
金融機関が有する中小企業向け貸出債権・私募債をＳＰＶに譲渡し、
ＳＰＶが証券を市場に売却し資金調達を行う。

【取組状況】
地方自治体レベルでの取組が行われている。その中では、信用保証
協会の保証がない貸出債権の証券化の取組も始まっている。

○　東京都ＣＬＯ（平成１２年３月、１３年３月、１４年１５年３月）
　約７，６００社、約３，１５０億円
○　福岡県新金融システム（平成１４年７月）
　約６００件、１３９億円
○　大阪府ＣＬＯ（平成１４年１２月、１５年２月）
　約９４０社、約６２０億円
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【制度概要】
　取引信用保険とは、商品の売買取引における売主の
売掛債権（売掛金、受取手形）を補償する保険
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【制度概要】
中小企業が保有する売掛債権を買い取ることにより、売
り主に対して資金を供給するもの

【取組状況】
業界規模（平成１３年度）
　　売掛債権ファクタリング 　　４，３００億円
　　一括決済 ２兆１，９００億円

資金供給

資料2-3中小企業金融の多様化と円滑化に向けた具体的スキーム

【取組状況】
ノンバンクや商社は中小企業に対して融資を行うなど重要な役割を果
たしている


